
ギ   茨城県新治村

■宮梶 の宮遺跡
一 発掘調査報告書 一

平成13年 3月

田宮梶の宮遺跡発掘調査会



自然に恵まれた新治村は、遺跡の数では県内でも随―であ り、「自然 と歴史の村新

治」に高い誇 りと郷土新治村のすばらしさを感じるわけであります。

時代の新 しい流れは、また新 しい歴史を生みだします。そして、残された遺跡や遺物

に新 しい光を与えることによって今までと異なった価値と意義も生まれます。

この度の田宮梶の宮遺跡の発掘調査は、「土浦土地改良事務所によるふるさと農道整

備事業」に伴い事前に造成地内遺跡の発掘調査を行い、記録保存を図ることでありまし

た。

土浦土地改良事務所の委託を受けて、田宮梶の宮遺跡発掘調査会を発足 し、平成12年

10月 28日 より平成13年 3月 20日 迄を調査期間として、発掘調査が行われました。

調査結果として検出された遺構 として方形周溝墓 3基 (古墳時代前期から中期頃)、

住居跡13軒 (弥生時代後期 3軒、古墳時代前期 2軒、奈良 。平安時代 8軒 )、 陥し穴 9

基 (縄文時代前期)、 土坑18基、溝 4条、道跡 1条が明らかになりました。縄文時代か

ら奈良・平安時代にわたっての複合遺跡であり各時代の人々の生活を想像するとき、さ

まざまな古代へのロマンが広がって参 ります。

この調査に当たられた山武考古学研究所の方々始め、関係の皆様方に心から感謝申し

上げます。また先人達の遺された姿を後世に語 り、伝える貴重な資料として残される事

は意義深いものがあり、事業者である土浦土地改良事務所に心から感謝申し上げ発干Jの

ごあいさつといたします。

平成13年 3月

田宮梶の宮遺跡発掘調査会長

新 治村教 育委員 会教 育長 林 久 義
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1,本書は、茨城県新治郡新治村大字田宮地内に所在する田宮梶の宮遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、ふるさと農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 として実施 した。

3.調査は、田宮梶の宮遺跡発掘調査会の依頼を受けて、山武考古学研究所が行なった。

4.遺跡の所在地・面積及び調査期間 。調査担当者は下記の通 りである。

遺 跡 名  田官梶の宮遺跡

所 在 地  茨城県新治郡新治村大字田宮字篠蔓921外

調査面積  1,520m2

調査担当  高野浩之 (山武考古学研究所調査研究員)

土生朗治 (山武考古学研究所調査研究員)

5,整理調査は、執筆を高野が行い、土生が補佐 した。調査時は片岡美和子・藤井陽子・末廣弘子の協力を

得た。

6.本遺跡の出土遺物、写真、図版等の資料は、新治村教育委員会が保管する。

7.発掘調査及び整理調査において、下記の諸氏・諸機関にご指導 。ご協力を賜った。記 して感謝の意を表

するものである。 0贋不同・敬称略)

土浦土地改良事務所 新治村教育委員会 茨城県教育庁文化課 (財)茨城県教育財団 小松崎猛彦

海老澤稔 大関 武 小澤重雄 瓦吹 堅 塩谷 修 赤井博之 伊藤三雄 稲田健一 矢日修一

大竹直司 (有 )新成田総合社 (株)東日本重機 開成測量 (株)JT高 橋

8。 発掘調査参加者は下記の通 りである。 (順不同)

飯村 清 町田泰秀 柳田英子 松戸和彦 岡田義雄 岡本武雄 山本喜美子 栗原みよ 石田春江

宮本みつ 宮本行祥 岡田みえ子 飯村寅雄 飯村ゆわ 飯村綾子 中山 真 山本清寿 野口全弘

伊藤久江 関口雅子 遠藤かづ江 二川一義 野口雅子 田上源吾

例

1.位置図、地形図及び遺構実測図の方位は全て座標北を示す。

2.遺物写真の縮尺は、原則的に挿図の縮尺と一致 している。

3.遺物番号は通 しで、台帳番号と一致している。

4.挿図中の遺物には日径、器高、底径値 (た だし ( )は推定値)を cm単位で記入した。

5.遺物観察表、遺物注記で使用した遺構の略号は以下の通 りである。

竪穴住居跡…SI 土坑…SK 溝…SD 方形周溝墓…方周

6.図の中で使用したスクリーントーンは以下の通 りである。

匡憂]炉 。焼土・赤彩 睡璽]土器の黒色処理
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I 調査に至る経過

1 調査経緯

平成 6年 3月 9日 、茨城県土浦土地改良事務所の行なう、ふるさと農道緊急整備事業新治地区工事の施工

に伴い、当該工事区域内に埋蔵文化財包蔵地の有無について照会があり、平成 6年 3月 28日 、新治村教育委

員会は工事区域内に周知の遺跡が確認される旨の回答をした。友城県教育委員会と茨城県土浦土地改良事務

所及び新治村教育委員会は埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を行ない、平成 7年 3月 9日・10日 両日に事

前調査を実施 した。さらにこの事前調査を踏まえ、平成 9年 9月 10日 に現地調査 。試掘を行なった結果、 9

か所の遺跡が確認された。工事区域は田宮梶の官遺跡の一部であり、本格的な調査が必要であると判断さ

れ、新治村教育委員会は試掘の調査結果について茨城県土浦土地改良事務所へ通知 した。茨城県教育委員

会・茨城県土浦土地改良事務所及び新治村教育委員会は、文化財保護の立場から埋蔵文化財の取 り扱いにつ

いて協議を重ねた結果、現状保存は困難と判断し、記録保存の措置を講ずることとなった。その後さらに協

議を行い、茨城県土浦土地改良事務所は、平成12年度に発掘調査関連の予算を計上するとともに、新治村教

育委員会は「田宮梶の宮遺跡発掘調査会」を発足させ、両者間において埋蔵文化財発掘調査に関する委託契

約を締結 し、平成12年 10月 28日 から発掘調査を実施することとなった。

2 調査経過

10月 下旬 28日 より調査準備を開始 した。調査区内及び残土置場の下草刈 りを行なった。

11月 上旬 1日 。2日 は調査準備を継続 した。プレハブ・ トイレ等施設と発掘器材を搬入した。

3日 より表土除去を開始 した。表土除去作業は残土処理の関係から、調査区の西側半分を南側か

ら北方向へ進めていった。 6日 より調査補助員が着任 し、休憩用施設を設営した後、遺構確認作

業を開始 した。遺構確認作業は既に表土除去が終了していた調査区南側より行なった。 9日 に表

土除去を完了し、10日 には遺構確認を終了した。この段階で竪穴住居跡12軒、溝状遺構 2条、方

形周溝状遺構 2基を確認 した。確認状況の写真撮影を行ない、遺構の調査を開始した。掘 り下げ

は北側の遺構より行なった。

11月 中旬 遺構の調査を継続 した。北側の溝を調査 し、方形周溝状の遺構であることが半U明 した。住居跡は

1・ 3・ 5。 7。 9・ 13号の各住居跡を調査 し、 5。 7号住居跡は弥生時代の住居跡であること

が判明した。 5号住居跡からは良好な資料を得ることができた。溝は 1号溝の掘 り下げを行な

い、同時に、溝に近接 した土坑の掘 り下げを行なった。

11月 下旬 遺構の調査を継続 した。住居跡は 2。 4・ 5・ 6・ 8号の各住居跡を調査 した。並行 して 2号方

形周溝状遺構と2・ 3号溝の掘 り下げを開始した。

12月 上旬 遺構の調査を継続 した。前半は 4・ 6・ 10～ 12号住居跡の精査を中心に行ない、写真撮影及び完

掘状況の実測を行なった。後半は 2・ 3号方形周溝状遺構の掘 り下げが中心となり、その結果、

方形周溝墓であることが判明した。特に 2号は非常に大型であった。また周溝下より陥し穴状遺

構が確認され、調査区の北西方向へ連続 していた。合計 9基の掘 り下げを行なった。

12月 中旬 11・ 12日 の両日、遺構全体図作成を行なった。また12日 から13日 にかけて、各遺構の精査を行な

い、空撮のための準備を行なった。13日 午後より空撮を実施 した。並行 して施設の撤去及び発掘

器材の片付けを行なって、発掘調査の全工程を完了 した。19日 、調査会主催の現地説明会を行

なった。
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3 調査方法

調査の範囲は、新治村教育委員会によつて実施された確認調査の成果に基づき、調査面積を1,520ポ とし

て本調査を実施した。調査区内には、公共座標を用いて 5m× 5mの方眼グリッドを設定した。グリッドの

名称は南西角の交点を基準とし、アルファベットと算用数字を用いて、南から北へA・ BoC… …・P、 西

から東へ 0。 1・ 2… …。4と 呼称 した (第 1図参照)。 水準点は調査区の北側 (標高29.8m)、 南側 (標高

29。 6m)の 2か所に設定した。

表土はパワーショベルを用いて除去し、遺構の確認状況を写真撮影 した後、人力で各遺構の掘 り下げを行

なった。検出された各遺構の調査は遺構の規模・内容に応 じて半割または4分割した上層観察用ベルトを設

定して慎重に掘 り下げを行なった。土層の観察・記録は土色帖を用いた。出土遺物は原則 として出土地点、

高さを記入して個別に取 り上げを行なった。

遺構全体図は1/200縮尺で行なった。各遺構の平面図及び断面図、土層断面図は、規模・内容に応 じて簡

易遣 り方、平板を使用 し、1/20、 1/40縮尺で実施 した。特に竪穴住居跡で検出された電・炉は、簡易遣 り方

を用い、1/10縮尺で記録した。各遺構の平面図は、遺物出土状況図、完掘図を作成した。

写真は、35mln判 白黒、カラーリバーサル、 6× 7判 白黒を用いて、調査前現況から土層状況、遺物出土状

況、完掘状況まで調査の進捗状況に合わせて適宜行った。調査区の全景はラジコンヘリコプターによる空撮

を実施 した。

十 A tt B+C+D tt E tt F tt G+H+I+J+K tt L tt M十

第 1図  グリッド設定図

基本堆積土層は、調査区中央部の 11グ リッド内にテス ト

ピットを設定 して観察を行なった。 I層 は表土層で層厚25～

33cmで ある。 しまりのない暗褐色で耕作による攪乱が著 し

く、T~4竹等の根が非常に多い。土器片が少量含まれている。

Ⅱ層は褐色を呈したソフトローム層で層厚19～ 29cmで ある。

ところどころ表土からの小さい掘 り込みが見られる。Ⅲ層は

明褐色のソフトローム層で層厚22～36cmで ある。小砂利が微

量に含まれしまりがある。Ⅳ層は褐色のハー ドローム層で層

厚56■ 72cmで ある。Ⅲ層より色調はやや明るめである。小砂

利を少量 と白色パ ミスを微量含んでいる。V層 は明褐色の

ハー ドローム層で層厚50cm以上である。色調はⅢ層に類似す

るが粘性 。しまりがⅢ層のそれよりもはるかに強い。

Ⅱ 基本堆積土層

29,40rn
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＋
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第 2図 基本堆積土層図 1/40



Ⅲ 遺跡の位置と環境

田宮梶の宮遺跡の所在する新治村は筑波山の南東約10と m、 霞ケ浦の北西約 8 kmに位置し、北に入郷町、南

に土浦市、東に千代田町、西につくば市の各市町に隣接 している。恋瀬川の支流天の川によつて画された村

域北部は筑波山塊が連なり、中央部は新治台地が東西に広がっている。南部は桜川が流れる広大な1中積低地

になっている。桜川低地と台地との境は急崖となっており比高差約20mを 測る。

本遺跡は新治村役場の西北西約 l km、 桜川の左岸に位置 し、低地に接 した標高約29mの台地の縁辺部に立

地する。周辺の地形は小谷が複雑に入 り組み、遺跡南側は現在梶の宮池となっている東に廷びる谷津が形成

され、西側から北側も小高村に向かって谷津が入 り込んでいる。

新治村は変化に富んだ地形から各時代の数多 くの遺跡が遺存する。縄文時代の遺跡は、縄文時代早期の小

高天神遺跡、前期から中期の大畑新田遺跡、中期から後期の大畑本田貝塚等がみられる。

弥生時代の遺跡は桜川左岸では、藤沢地区や小高地区で弥生土器が表採されている。天の川の中流域方面

には上稲吉西原遺跡を始めとする弥生時代後期後半期の大規模集落遺跡の原田遺跡群がある。新治村内では

本郷原山遺跡で弥生時代後期後半期の竪穴住居跡 7軒の調査が行われている。

古墳時代の遺跡では、集落遺跡の数は多いと思われるが調査例は少なく、包蔵地からの遺物の出土例が知

られている。田宮梶の宮遺跡からは、古墳時代前期のS字奏 (第 4図 -1)や 5。 6世紀の上師器甕 。杯、

古式須恵器が出土している。古式須恵器は県内では類例の少ない構形甦と大形隧、滑石製模造品と共に第 5

図A地点から出土 している。田宮久保出上の小形醒と共に陶邑産の TK208段 階頃の須恵器である。

栗 原

1田宮梶の宮遺跡 2高崎山古墳群 3小高寄居古墳群 4田宮窯跡 5小高天神向古墳 6小高天神遺跡 7小田古墳群 8下大島遺跡

9田上部稲荷古墳 10田上部明和古墳群 11田上部館跡 12高岡根遺跡 13田宮館跡 14田 官古墳群 15小高窯跡 16小高村内窯跡

17沢辺古墳群 18愛宕塚古墳 19藤沢山跡遺跡 20大畑本田遺跡 21大畑本田貝塚 22大畑新田遺跡 23沢辺南方古墳群

第 3図 田宮梶の宮遺跡と周辺の遺跡  国土地理院発行『常陸藤沢』1/25,000
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第 4図 田宮梶の宮地区採集遺物

集落遺跡に対 して方形周溝墓や古墳群の調査例はいくつかあり、みずらが出土して有名になった武者塚古

墳、上坂田貝塚の方形周溝墓、田宮古墳群等の調査が行なわれている。上坂田貝塚からは一辺13mの規模の

古墳時代前期の方形周溝墓が確認され、小形の器台と共に底部穿孔の重形土器が出土 している。

古墳群は桜川沿岸低地を基盤とする高崎山古墳群、小高古墳群、田宮古墳群、田土部古墳群、上坂田古墳

群、下坂田古墳群、藤沢東町古墳群と天の川低地を基盤とする沢辺古墳群、原山古墳群、大志戸古墳群に大

別され、大半が後期の古墳群である。高崎山古墳は、田宮梶の宮遺跡からは西側に延びる細長い台地上に立

地する古墳群で、東支群と西支群からなり東支群は前方後円墳 1基 と彩色人物埴輪の出土 した円墳等 7基か

ら成る。西支群は平成 9年の調査で新 しく確認された前方後円墳 1基 と円墳 2基からなる古墳群で横穴式石

室から6世紀第 2四半世紀頃の須恵器とともに馬具・武具・玉類が出土 している。田宮古墳群の調査では、

後期～終末期の前方後円墳 2基,円墳 6基が確認されている。

奈良・平安時代の遺跡では新治窯跡群が知られている。天の川中流の土浦市栗山窯を最古としその後、永

井寄居窯、東城寺窯、小野窯と展開する窯跡群で、東城寺周辺を中心とした地区とともに桜川右岸の田宮窯

跡、小高窯跡、小高村内窯跡を合わせて新治窯群として認識される大窯跡群である。

中世の遺跡では、東城寺の経塚群、藤沢城跡等がある。田宮梶の官遺跡の東に隣接する榎木平 (第 5図 B

地点)か らは竪穴遺構から中世前半期の大量の埋納銭が出土 している。

碇ラ〃ぞ 紆
■

一

`//
|ナ弓落

´́，
″″「

ｔ

埋納銭出

∵
地
・

上
土

第 5図 田宮梶の宮遺跡の立地環境
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調査の成果

1 遺跡の概要

田官梶の宮遺跡の調査区からは縄文時代 と思われる陥し穴状

遺構 8基、弥生時代竪穴住居跡 3軒、古墳時代前期の竪穴住居

跡 2軒,方形周溝墓 3基、奈良 。平安時代の竪穴住居跡 7軒、

中世の道路状遺構 1条、溝状遺構 3条、時期不明の土坑20基が

検出された。

2 遺構の概要

縄文時代 (第12図 )

縄文時代 と思われる陥し穴は調査区の北部に北西から南西方

向に向かって配列 しており、全部で 9基が確認された。いづれ

も長軸を配列方向と直交させてほぼ直線的に列をなしている。

弥生時代 (第 7図 )

弥生時代の竪穴住居跡 3軒は調査区の中央部から南部にかけ

てまとまって確認された。竪穴住居跡の平面形は主軸方向に長

い長方形で、 4本の主柱穴のほかに短辺側の壁際に補助柱穴が

2本づつあるもの (5号住居跡)、 出入 りロピットとそれに伴

う浅いピットを持つもの (7号住居跡)がある。炉の位置にも

違いが見られ、 5。 7号住居跡は床面中央部僅かに奥壁寄 り、

10号住居跡はさらに奥壁寄 りである。出土遺物は、重を主体に

して高杯、紡錘車が覆土中から出上 している。 5。 10号住居跡

の出土遺物は海老沢編年のⅡ期、 7号住居跡はⅢ期で、弥生時

代後期の前葉から中葉にかけての時期の集落跡である。

古墳時代 (第 8図 )

古墳時代の竪穴住居跡は、弥生時代の竪穴住居跡と同じよう

に調査区の中央部 と南部の台地縁辺寄 りの地点から確認 され

た。 2軒の竪穴住居跡のうち平面形の明らかな 6号住居跡は主

軸と直交方向に長い長方形で、主柱穴を持たず住居中央部やや

奥に炉が確認されている。出土遺物は、小形器台、高杯、台杯

甕片等である。

古墳時代の方形周溝墓は調査区の全体に広がっている。弥生

時代後期前葉から古墳時代前期中頃まで集落遺跡であったもの

が、その後方形周溝墓群からなる墓域へ と変化 したようであ

る。方形周溝墓は 3基が確認されている。規模は 1号方形周溝

墓 と3号方形周溝墓が一辺約10m弱 である。 2号墓が約24×

22mで溝幅約 5～ 6mと県内では最大の規模 となる。各周溝墓

の深さは 1号墓が30～ 56cm、 2号墓が50～ 140cm、 3号墓が30

-7-
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1号方形周溝墓

2号方形周溝墓

3号方形周滞墓

Ｎヰ
～40cm、 2号墓は南西部のコーナー部が最も浅 くブリッジ状に

なっている。

2号墓は溝の内側地山を傾斜約70° に削り方台部を造っている。

方台部傾斜面はていねいに整形されており斜面直下の周溝底面

は直線的な細い溝状に掘 り込まれている。それに姑 して溝の外

側斜面は掘 り込みの深さが場所によつて一定せず荒い仕上がり

になっている。出土遺物は覆土下～中層から弥生時代後期後半

から古墳時代前期、中期、後期、そして覆土上層の腐植土層か

らは奈良時代の遺物が出土 している。古墳時代前期中頃の 6号

住居跡と重なってお り、おそらく古墳時代前期後半の遺構と考

えられる。

奈良時代 (第 9図 )

奈良時代の 8世紀中頃になると再び、調査区内に竪穴住居跡

からなる集落が営まれ始める。この時期に再び集落が出現する

のは調査地区の南西に隣接する田宮の須恵器窯跡との関係が想

定される。調査地区内では竪穴住居跡は 1軒 (1号住居跡)だ

けが確認されている。 2号方形周溝墓の覆土中にも奈良時代の

須恵器が廃棄されてお り、調査区外にもこの時期の集落が広

がっていたものと思われる。出土遺物は須恵器の杯・甕、土師

器の甕等で、 1号住居跡のカマ ドには構築材として両袖部に土

師器甕が逆位状態で埋め込まれている。

平安時代 (第 9図 )

平安時代の 9世紀後半以降になると再び調査区全体に小形の

住居が営まれ10世紀後半まで続いている。この時期の竪穴住居

跡は全体に小形で主柱穴をもたず、平面形は方形基調で東側

コーナー部にカマ ドを持つもの (3号住居跡)と 長方形で東側

壁面にカマ ドを持つと推測されるもの (9号住居跡)、 長方形

で北西壁面にカマ ドを持つもの (2・ 12号住居跡)があり、お

そらくコーナーカマ ドのものから東カマ ドのものへ、さらに北

西壁側にカマ ドを持つものへと変化 していると考えられる。出

土遺物は土師器の高台付椀、小皿、甕等が出土している。

中世 (第 9図 )

中世前半期になると調査地区の北部に道・溝状遺構が見られ

る。北部の 1号道は北東から南西へ直線的に延びて、途中で北

西方向に直交して分岐している。底面が平坦で硬化面を持つ道

状遺構であり、南西部では溝形になり北東部では削平されて平

坦な硬化面として続いている。出土遺物は方形周溝墓と重なる

部分から土師質土器の小皿が出土 している。調査区の南端部の
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3号溝からも常滑の鉢が出土 している。常滑片口鉢は中世前半

期の遺物である。 3号滞は現有道路添いに掘 り込まれており、

近代の溝の可能性がある。

3 出土遺物 (第20～ 24図 )

田宮梶の宮遺跡から出土 した遺物は縄文時代早期から中世前

半の時期までの土器や陶磁器、土製品や鉄製品等である。縄文

時代早期の上器は、沈線文系土器 (田戸下層)と 条痕文系土器

で極少量が弥生時代の竪穴住居跡の覆土中に混入して出土 して

いる。縄文時代早期に伴うものかどうかはっきりしないが頁岩

製の局部磨製石斧が方形周溝墓覆土中から出土 している。弥生

時代の遺物は、竪穴住居跡に伴う後期前葉～中葉の時期の上器

で弥生時代後期の海老沢編年のⅡ期からⅢ期にかけての時期の

ものである。 5号住居跡からは一段の複合口縁で格子目文の施

された重 (8)が P10近 くの床面から出土 している。この重は

頸部の文様帯の無文部に赤彩が施されている。20の紡錘車はP

4際の床面から出土 しており同じように紡錘車にも僅かに赤彩

痕跡が見られる。この時期の在地の赤彩土器は珍しく他地域か

らの影響 と考えられる。 7号住居跡出上の注 ぎ口を持つた重

(22)は 、頸部上半に棒状の工具による刺突が、下半には結節

文が施されている。同じく小形の壺 (26)に は多条櫛歯による

連続山形文が施されており、この時期の栃木県方面からの影響

とされるものである。5。 10号住居跡の遺物は海老沢編年後Ⅱ

期、 7号住居跡の遺物は後Ⅲ期のものである。その他に方形周

溝墓覆土中から、弥生時代後期後半の上稲吉式土器片も出上 し

ている。また在地の製品以外に2号方形周溝墓覆土中からパレ

ス重の口縁部 (37)と 思われる、刻み目を入れた棒状付文の上

器小片が出土 している。

古墳時代前期の遺物は、前期中葉～後葉にかけての土師器と

鉄製品で、竪穴住居跡から出土 しているものと方形周溝墓覆土

中から出土しているものがある。竪穴住居跡の出土遺物は 6号

住居跡の炉の北側床面から出土 した小形器台 (38)と 13号住居

跡床面から出土 した高杯 (39)で あるが、どちらも前期中頃の

ものと思われる。方形周溝墓の遺物は、 2号方形周溝墓の覆土

中から顎部に突帯を巡らした土師器の壼 (48)や 口頸部を内彎

させる中形重 (49)、 土器以外では鉄鏃が 2号方形周溝墓の覆

土中から出土 している。鉄鏃 (53)は刃部の上半部の破損 した

長鋒柳葉式鉄鏃で残存長8.Ocm、 刃部幅2.lcm前 後、重量14.Og

である。いづれも竪穴住居跡の遺物の時期に近い前期中頃のも
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のと思われる。前期後半の遺物ではほぼ完形で出上 し

た小形靖 (51)や S字奏口縁部片 (50)がある。 S字

養は口縁端部の形状から赤塚分類のC類の新段階頃の

ものと思われ、西宮一男氏によって紹介された田宮梶

の宮出土 S字奏よりはやや新 しい時期のものと思われ

る。その他に混入と思われる弥生時代後期後半の壷体

部片 (41)、 古墳時代中期～後期 (54)の 土師器片と少

量の須恵器、 6世紀後半の円筒埴輪小片が見られる。 第10図 田宮窯跡産の可能性のある須恵器

3号方形周滞墓の覆土中からは被熱痕のある棒状の上製品 (40)が出土している。長辺の一面に被熱痕跡

が細長 く残 り、竪穴住居跡の炉に埋め込まれて炉石のように使われる土製品かもしれない。。

余良 。平安時代の遺物は、各住居跡出土の上師器・須恵器で 8世紀後半から10世紀前半の時期のものであ

る。 1号住居跡出上の須恵器杯は雲母微粒を多量に含んだ新治産須恵器で新治赤井編年の東城寺段階 (8世

紀第 3四半世紀頃)に位置づけられる。 2号方形周溝墓覆土出上の須恵器郭も新治産で、東城寺寄居前A段

階に位置づけられる。第10図の須恵器は 2号方形周滞墓覆土中から出上 している。これらは使用痕跡がみら

れず焼き歪みや融解した鉄分粒の吹き出しの生々しい、窯出直後の処分品のような須恵器である。胎土は鉄

分粒が目立ち、雲母を少量含んでいる。杯は底部を四方向にヘラ削 り、さらに底部周縁を5～ 8 mlll幅 でヘラ

削 りしている。東城寺寄居前A段階 (8世紀中葉)の中の古いものに類似 している。

中世の遺物では常滑鉢 (74)が、中野編年 7期 (14世紀前半)の片口鉢と思われる。かわらけ(75)は 、底部

に指頭痕のある手握で、コースター状の形態である。

4 まとめ

本跡は隊生時代から古墳時代前期にかけての集落遺跡であり、古墳時代前期の後半には方形周溝墓からな

る墓域になっていったようである。さらに奈良時代には付近で須恵器の生産が行われ、再び平安時代にかけ

て集落が営まれていたことも確認された。古墳時代前期の方形周溝墓群の中で一辺20mを 越える規模の大き

なものが見つかったことも特筆されるべきことである。

二子塚遺跡

石岡市

田宮梶の富遺跡

2号方形周溝

新治村

十三台古墳群 Loc,No010

十三町
玉里村

第11図 茨城県内の大形方形周溝墓 (方形墳 )
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1982年  黒沢彰哉「新治村田宮梶の宮遺跡出上の須恵器」『婆良岐考古』第4号

1986年  『重要遺跡調査報告書Ⅲ』昭和61年 3月  茨城県教育委員会
1986年  『武者塚古墳』新治村教育委員会
1996年  内山俊身「友城県新治村田宮出土の中世一括埋納銭」『備蓄銭とその出土状態』第3回 出土銭貨研究会発表要旨
2000年 海老沢稔「茨城県における弥生後期の土器編年」『婆良岐考古』第22号
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ＮＩ
Ｉ
羊
―

1号土坑

1号土坑

1暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子少量、粘性ややあり。

2鼻褐色 7 5YR2/2続上 炭化中プロツタ少二、しまりなし。

3暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子・ローム小アロック多量、し

まり弱い。

20号土坑

14号土坑

A

Ａ
一

L=29。 90m

7号土坑

A_L=29.60m

19号土坑

7 5YR2/3ロ ーム 焼土粒子微二、しまりあり。SD02の 重初唇。

7 5YR3/2ロ ーム粒子中量、しまりあり。SD02の重初辱。

7 5YR3/3ロ ーム粒子 ローム小プロツク中長、炭化粒子少工。

7 5YR4/4ロ ーム粒子・ローム中プロツク多量、しまり弱い。

7 5YR3/4ロ ーム粒子多量、ローム小プロツタ中量、しまり弱い。

7 5YR4/6ロ ーム粒子 ローム月ヽアロツタ多二、しまり弱い。

o           2m

(1/80)

5号土坑

A_L=29.50m

A′

Ａ
一

⑭ 丑
　
　
　
　
Ａ
一

郷

AL=28.70m A′

A′

14号土坑

1極暗褐色

2黒褐色

3暗褐色

4褐色

5暗褐色

6褐色

第12図 陥し穴
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♂
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5号住居
IBCI隔Ｆ

Ｆ
＝
∞９
ＰΦｇ

賂
げ
Ｆ
＝
８
■
ｏＢ

ID′

Ａ
一

A′

日
９

心
∞
＝

口

∩
田
、

C′ |IB

∈)P6

P5

B′ キ(
/

◎ P3

5号住居

1黒褐色

2累褐色

3極暗褐色

4暗褐色

5暗褐色

:鷺糧
色零離とと民亀子舞r3と教小プロックHHH。

7暗褐色  7 5YR3/3ロ ーム中一大プロツク十二。

7 5YR3/1ロ ーム粒子多長、ローム小～中プロツク・焼土粒子微二。

7 5YR2/2ロ ーム粒子中量、炭化中プロック少■。

7 5YR2/3ロ ーム粒子多量、ローム小プロツク 炭化中プロツク少量。

7 5YR3/3ロ ーム粒子・コーム小プロツク・続土粒子少量、炭化中プロック少量。

夕SYR3/3ロ ーム粒子多量、ローム中一大プロック中量、炭化中プロツタ少量。

6暗褐色  7 5YR3/4ロ ーム粒子多量、ローム小プロック中量。

7黒褐色  7 5YR2/2ロ ーム粒子少量、ローム小プロツク微二。

8褐色   ″.5YR4/3ロ ーム粒子・ローム中一大プロック多量、壁からの崩落層か。

9黒褐色  7 5YR2/3ロ ーム小―中プロツタ少二。

10黒褐色  7 5YR2/2ロ ーム粒子少量、ローム中プロック中量。

〔屋繕尾色 オ5漁閉 ローム粒子中kロ ーA川シ ロツク少よ 焼土粒子 焼■/1N/ロ ツ

鬱黒褐色 1景君う2ロ ーム小アロツク少よ 焼土粒子・焼土小プロツク中亀

3黒色   7 5YR2/1ロ ーム粒子少量、焼土小プロツク多量。

4暗褐色  7 5YR3/3ロ ーム粒子・ローム小アロツク少量。

7号住居
ヽ
ｍ

くうP4

（ノ
一

ｒ

く

′

く

ａ

２８

陣

Ｆ
匙
Φむ
Ｂ

r

027

・ゝ
ノ
ノ
＼
ヽ
、
‐
，
／
（
Ｖ

＼

代

¢

、

ノ

‐

＼

日
寓

．ｏ
∞
＝

ａ
　
田

日
寓

．⇔
∞
＝

白

P2

/

キ

ノ

ヽ

ノ

＼

C′ |      IA

第13図 弥生時代の竪穴住居跡

9-一
一

盈m

(1/80)

√ヽ米咤
pヽ＼

″監触羞|

°

| 

▼

緞

◎

Ⅲ

L=30.10m
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Ｆ
＝
ど

も
ｏ
Ｂ

＞
　
　
∞

10号住居

B L=3000m

B′

Ｂ
一

B′ 塩鑓
デ
~2暗

褐色
3暗褐色

4暗褐色

5暗褐色

6黒褐色 介飛程

'え

聖を粒子中よ ローム小プロツク少k焼 土粒子縄

7褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子多量、ローム小プロツク少量。

:紀亀色 乳:と 写`::二 会難車繊 晶二亀字至二と盈圭示歩ロック少量。

10暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子多量、ローム小ブロツク少量。

■暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子少二、ローム小アロツク微量。

12暗褐色 7 5YR4/3ロ ーム粒子多量、ローム小プロック中量。

13褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子 ローム小プロツク中量。

Ｂ
一

L=29.80na

0          2m

(1/80)

Ol

7 5YR3/4ロ ーム粒子微量、焼土・炭化粒子少量。

7 5YR3/3ロ ーム粒子少量、焼土粒子微量。

75Y鼠 3/4ロ ーム粒子中量、ローム小プロツク・焼土粒子微量。

7 5YR3/4ロ ーム粒子中量、ローム小プロツク少量、炭化粒子少長。

7 5YR3/3ロ ーム粒子多二、ローム小～中ブロツク中量、焼土粒子・炭化

13号住居

＼
だ
だ
は
ほ
だ
だ
≦

‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ
ｏ
ｏ
．ｏ
∞
＝

白

ｍ

Ａ
一

L=30.00m

6号住居

l極暗褐色

2黒褐色

3黒褐色

4暗褐色

5暗褐色

6暗褐色

7黒褐色

8褐色

9暗褐色

Ｐ
Ｏ
　
Ｐ
や
Ｐ
∞

L=2

13号住居

1褐色   7 5YR4/4ロ ーム粒子少量、ローム小～中プロツク少量。

2暗褐色  7 5YR3/4ロ ーム粒子少量。

3暗褐色  7 5YR3/3ロ ーム粒子少量。

4褐色   7 5YR4/3ロ ーム粒子微量、ローム小アロツク多量。

S褐色   75Y魚 4/3ロ ーム粒子少量。

'紀

象褐色狩:寺毒:チ::二会建草雰ユ撲皇亀拿歩と。表土層中オ焼土。

7 5YR2/3ロ ーム粒子少量、ローム小一中プロツク少量。

7 5YR3/2ロ ーム粒子中二、ローム小～中アロツク中量。

7 5YR2/2ロ ーム粒子少量、焼土中プロツク微量。

7 5YR3/3ロ ーム粒子中長、焼土・炭化粒子微量。

7 5YR3/4ロ ーム粒子少長、焼土粒子微長。

7 5YR3/3ロ ーム粒子中量、焼土粒子微量。

7 5YR2/2ロ ーム粒子多量、しまりあり。床か。

子i:寺路究:こ会篭車争登t:こ会零子:チ タ晟畳i焼土粒子微量。
第14図 弥生時代・古墳時代の竪穴住居跡
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1号方形周溝墓

2号方形周溝墓

1号方形周溝墓

1暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子微量。

2暗褐色 7 5TR3/4ロ ーム粒子少長、しまり弱い。

3号方形周溝墓

Q

13号土坑

D
ユ暗褐色

2褐色

3褐色

AL=29.60m  =

つ ´

/

3号方形周溝墓

L=29,70m

斡

二

3号方形周溝墓

A
1暗褐色

2暗褐色

3黒褐色

4暗褐色

5暗褐色

6褐色

B
I暗褐色

2褐色

3暗褐色

4黒褐色

C
i暗褐色

2畢褐色

3暗褐色

4暗褐色

7 5YR3/4ロ ーム粒子・焼土粒子少■、しまりあり。

7 5YR3/3ロ ーム粒子微量。

7 5YR3/2ロ ーム粒子・焼土粒子微量。

7 5YR3/3ロ ーム粒子多量、ローム小プロッタ少長。

7 5YR3/4し まり弱い砂質上。

7 5YR4/4ロ ーム粒子多量。

7 5YR3/4ロ ーム粒子・ローム小プロツク中量。

7 5YR3/4ロ ーム粒子 ローム小アロック中量。
7 5YR4/4ロ ーム粒子中量、ローム小アロック

微長、しまり弱い。

7 5YR4/3ロ ーム粒子少量、ややしまる。75Y庶 4/4ロ ーム粒子少量、ローム小プロツク微量、しまり弱い。

7 5YR3/3ロ ーム粒子少量。SD03覆土。

7 5YR3/2ロ ーム粒子少量、ローム小プロック微長。 sD03覆主。

7 5YR3/3ロ ーム粒子多量。

7 5YR3/2ロ ーム粒子中量、焼土粒子微量、しまり弱い。

7 5YR3/4ロ ーム粒子少量、ローム小プロツク少長、炭化小プロッタ微量。

7 5YR3/3ロ ーム粒子少長.

性

一

m

(断面図1/80)

第15図  1。 3号方形同溝墓、2号溝

♀         4m
(平面図 1/160)

L=29.70m
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2号方形周溝墓

15号土坑

堂 L=30.00m

|と

27号土坑 ヽ
∩

28号土坑

‐ヾ

23号土坑

や

溶

‐９号土坑

18号土坑

ｇ

ｏ
ｏ

ｏ
∞
＝

ｎ

口

ｍヽ

（凹
嬰
繋

熊
皿
朝
哩
）

日
ｏ
ｏ
心
∞
＝

白

（‐
判
　
　
、く

杉

凹
ト

凹
■

（凹
嬰
響
熊
弧
岬
暉
聾
）

C′

0         4m

―

剰

(平面図 1/160)

2号方形周溝墓

-15-

黒褐色腐植土

(自 然堆積)

9           2m

(断面図 1/80)

2号方形周溝墓

1畢褐色 7 5YR3/2ロ ーム粒子微量。

2黒弼色 τ5YR3/3ロ ーム粒子少量、焼土小プロック微長。

3黒褐色 7 5YR3/2ロ ーム粒子少長。

4暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子少量。

5暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子中量。

6暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子多長。

7暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子多長、焼上粒子微景。

8暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子 ロームガヽプロック少量。

9褐 色  7 5YR4/3ロ ーム粒子多長、ローム小～中プロック微三。

10階褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子少量、ローム小プロック微量。焼土粒子中二。

■暗縄色 7 5YR3/8ロ ーム粒子中量。

12暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子多長、ローム小―中プロック少長。

13黒褐色 7 5YR3/2ロ ーム粒子多量、ローム小―中プロック少量、焼■粒子

焼土小プロツク少長。

14黒褐色 7 5YR2/2ロ ーム粒子多長、ローム小プロック・炭化粒子al量。

15暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子多三、ローム小一中アロック中主。

16暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子多三、ロームおヽアロック中量。

17褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子多曇。

冒
ｏ
９

ｏ
∞
＝

白

一
く

ヽ
⑦

＼Э

日
８

さ
∞
＝

白

ｍ

21号上坑

第16図



――C

⑬

i号住居

C′

6む ヤ 62く

●64リ

名
(

L=29.50m

C    63

A
L=29,90m

1号住居

1黒褐色 7 5YR3/2ロ ーム粒子少二、焼土粒子微量。
2暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子中長、ローム小アロック少二、焼土粒子微量。
3褐色  7 5YR4/4ロ ーム粒子少量、ローム小アロッタ中量。
4褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子少量。
1号住居t
i暗褐色 焼土粒子微量、炭化粒子傲量、ローム小プロック多量、しまりをし。
2褐色  ローム粒子少三。
3褐色  ローム粒子少量。

＼ご 4・ 12号住居

:霙 籍善拷::雑客魯::な|::抒鉦:

3号住居

ローム小プロツク少量。 3号住居
IA′

BL=29.60m

ｇ
Φ
め
，禽

＝

ｎ

ｏ

日
ａ

ｓ
∞
＝

ｎ

ｍ

日
儲

．⇔
∞
＝

悧

曲
|

A′

A

L=29 70m

4暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子中三。

5暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子中量、

6褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子少長。

7褐色  7 5YR4/4ロ ーム粒子中量。

IA B′

６９

ｇ
一
ｏ
・Ｒ

＝

白IA く
|

B′

＼ご―

9号住居

B L=29.90m

8号住居

1黒褐色 75Y点 3/タ ローロ粒子中二、しまりあり。暗褐色土が斑に混入。

2暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子中長、しまりあり。暗褐色上が斑に混入。

3暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子 ローム小プロツク中―多長、しまりあり。

9号住居

1暗褐色 7 5YR3/3ローム小～中プロツク多二、炭化小ブロック微量。

2褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子多量、ローム小アロツク少長。

3褐色  7 5YR4/4ロ ーム粒子 ローム中～大プロツク中量。

奈良・平安時代の竪穴住居跡

0          2m
|

(1/80)

〆

‐

4号住居

1黒褐色 7 5YR2/タ ローム粒子 焼土粒子微量。

2暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子 焼土粒子 炭化粒子微量。

3暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子 炭化粒子微長、焼土粒子少量。

4褐色  7 5YR4/3ロ ーム粒子多三、境止粒子・焼上大アロック微畳。

S黒褐色 7 5YRワ /タ ローム粒子少長、焼土粒子中量。
6黒褐色 7 5γ R3/2ロ ーム粒子中三、焼土粒子少量、焼土小プロッ搬量。

7暗褐色 7 5YR3/4ロ ーム粒子中量、ローム小ノロッタ少量、焼土粒子多長。

3黒褐色 7 5YR2/2ロ ーム粒子微長。
9掲色  7 5YR4/3ロ ーム粒子多長、ローム小アロッタ中量、しまり弱い。

10褐色  75y14/3ロ ーム粒子多長、ローム小―中ブロック中量。

第17図
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ｗ

Ｆ
＝
導

～
ｏ
Ｂ

11号住居

L=29.70m

C

/

(売

OP3

く
P

(3才
P2

住

〔

OPl

日
盆

⇔
∞
＝

ｎ

Ｏ

Ｄ
、

IC

D L=29,30m

P   2■ 伽/ω

(平面図 1/80断面図 1/40)

!確 韓M:::なヨ,と甕iさ:うそ:ラを空,°
:駆

色
器離:球恥舞η控雄群・焼■/1Nアロツク錘。

:課妻韓M:::緩そユ雹重ζ篠ユを空子弟績:粒子少∴
称慈据色升:と :ヽチ::こ会越草多ユr去系サとック中量、触月ヽプロツタ微二、

炭化小アロツク微長。

BL=29,70m二

1号溝

1黒褐色 7 5YR3/2ロ ーム粒子・ローム小プロック少量。

2暗褐色 7 5YR3/3ロ ーム粒子 ローム小プロック中量、しまりあり。

第18図 奈良 。平安時代の竪穴住居跡、

Ч

(平面図 1/160断 面図 1/80)

中世の道 。溝

4m(1/160)

-17-



2号土坑 10号土坑

Ａ

一

9号土坑

Ａ

一

ｒ

一 ≪正三二》二生(こ二)二
生L=29,80m二

斡
Ａ

一
L=29.60m 二 A L=29.60m

21号土坑

生
(E)

A

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

二 生 L=29,40m

第19図 土 坑

A L=29 80m   A′

0           2m

(1/80)

1褐色  7 5YR4/4ロ ーム粒子 U― ム小プロック中長、炭化小アロック少量。

2褐色  7 5YR4/6ロ ーム粒子・ ローム小ブロック多量。

3明掲色 7 5YR5/6ロ ーム主体。

4褐色  7 5YR4/3

4号土坑

⑤

二

L=2970m

L=2940m

表 1 田宮梶の宮遺跡住居跡一覧表

遺構名 位置 (グ リッド) 重複遺構 形 態 規模(長軸X短軸X壁高)m 主軸方向 主柱欠 覆土 備 考

S101 M1/Nl SK02 方形 ? 372× 322× 018 N-34°  一E な し 自然
篭袖部 に上師器
養使用

S102 Ml・ 2 な し 不 明 × … ×0.05 N-59°  一E な し 自然

S103 な し 不 明 × … ×0.46 N-25°  一E な し 自然

S104 L2/M2 S112 方形 ? 305× 2.54× 030 N-22°  一E な し 自然 S112よ り新しセ

SX05 Hl・ 2/11・ 2 S106 長方形 625× 540× 030 N-40°  一ヽV 自然 S106よ り古い

S106 H3・ 4/13 S105 不明 491× … ×0,11 N-44°  一ヽV な し 自然 S105よ り新しセ

S107 C2～ 4/D2～ 4 な し 長方形 ×6.35× 0.28 N-39°  一W 自然

S108 K3・ 4 な し 方形 251× 234× 0,42 N-71ヤ  ーヽV な し 自然

S109 C4/E4 な し 長方形 ×282× 019 N-80°  一E な し 自然

S110 F3・ 4//G3,4 方周02

SK21・ 22
長方形 ×517× 035 N-29°  一ヽV 4 自然 方周02よ り古▼

S111 Jl・ 2/Kl・ 2
方周02

SK15 方形 ? 360×  … ×0.34 N-66°  一W 4 自然
方 周02よ り新 し
い

S112 L2//M2 長方形 ×240× 0.44 N-14マ  ーE な し 自然 S104よ り新しし

S113 B1/Cl な し 不明 × … ×0.20 N-30°  一ヽV な し 自然

-18-



表 2 田宮梶の宮遺跡土坑一覧表

遺構名 位置 (グ リッド) 重複遺構 形 態 規模(長軸X短軸X深 さ)m 長軸方向 覆土 備 考

SK01 Pl な し 楕円形 ? ×l.04× 0.45 不明 自然

SK02 Ml 方周01 長方形 1.55× 1.13× 1.02 N-50° 一E 自然

SK03 M3 SK04 長方形 153× ユ.08× 0.49 N-39° 一E 人為

SK04 M2・ 3 SK03 方形 1.20× 1.07× 0.44 N44° 一E 人為

SK05 01 な し 精円形 ×1.24× 1.68 N-69° 一E 自然 陥し穴

SK06 欠番

SK07 Nl な し 精円形 238× l.97× 1.80 N-68° 一E 自然 陥し穴

SK08 Ⅲ13 SK03・ 04 長方形 ? ×0.69× 0。 10 N-7° 一E 人為

SK09 h/12 な し 精円形 1.25× 082× 0.27 N-47° 一W 人為

SK10 Ml・ 2/Nl・ 2 な し 方形 1.02× 0.98× 018 N-66° 一E 人為

SKll Dユ SK12 長方形 ×103× 0.85 N-62° 一E 人為 表土からの掘 り込み

SK12 Dl SKll 不明 ・ × … ×0.61 不明 人為 表土からの掘 り込み

SK13 A3/B3 SD02 長方形 4.15× 1.46× 0.63 N-9° 一E 人為 表土からの掘り込み

SK14 J3/K3 な し 構円形 480× 4.55× 1.42 N-80° 一E 自然 陥し穴

SK15 K3 楕円形 0,88× 0.68× 0.53 N-37° 一E 不明

SK16 M2・ 3 長方形 1.38× 095× 0.43 N-33° 一W 不明

SK17 W13 S104・ 12 不整円形 136× 105× 0.28 N-43° 一E 不明

SK18 SK19 不整円形 1.21× 1.31× 0.70 N-3° 一W 不明

SK19 SK18 精円形 2.03× 1.32× 153 N76° 一E 自然 陥し穴

SK20 Ml・ 2 楕円形 2,70〉く2.32〉〈2.31 N-61° 一E 自然 陥し穴

SK21 G3 S110 不整円形 1.24× … ×0.76 不明 不明

SK22 F4 長方形 1.30× 1.04× 0.47 N-22° 一W 不 明 陥し穴

SK23 L2 方周02 楕円形 1,02× 074× 060 N-62° 一E 不明 陥し穴

SK24 K3 方周02 楕円形 2.32× 093× 1.28 N-63° 一E 自然 陥し穴、石鏃

SK25 K2・ 3/L3 方周02 楕円形 2.27× 1.04× 1.20 N50° 一E 自然 陥し穴

SK26 L2 方周02 楕円形 1.88× l.12× 0,98 N42° 一E 自然 陥 し穴

SK27 L3 方周02 不 明 × ― ×0.25 不 明 不 明

SK28 L3 SK27 不整楕円 ×1.23× 0.40 N-19° 一E 人為
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第24図 出土遺物

表 3 田宮梶の宮遺跡遺物観察表 (1)

図版番号 出土遺構 出上位置 種   類 器  種 残存率 胎士 (鉄・土・石製品は大 きさと重量 ) 色   調 器形 技法の特徴、その他 焼成

1 S105 覆土 縄文土器 深 鉢 3 長石・雲母徴粒子 にぶい橙 沈線文系土器 普 通

2 S105 覆土 縄文土器 深 鉢 3 長石・雲母徹粒子 にぶい橙 沈線文系土器 普 通

3 S105 覆土 縄文土器 深鉢 3 長石 石英微粒子 にぶい橙 条痕文系土器 普通

4 S105 覆土 縄文土器 深鉢 3 長石 ,石英徴粒子 にぶい橙 条痕文系土器 普 通

S106 覆土 石   器 石鏃 100 長 さ2 8cm、 幅 1 8cm、 厚 さ0 4Hm、 239 チャー ト

6 SK24 覆土 石   器 石鏃 100 長 さ0 5cI、 幅 1 7cO、 厚 さ041t、 219 チヤー ト

方周 03 覆土 石  器
局部磨製

石斧
100 長さ6 7cm、 幅2 9cm、厚さ10m、 3259 頁岩

8 SI05 床面 弥生土器 壷 20 長石 石英微粒・雲母微粒 にぶい橙 普通

9 SI05 覆土 弥生土器 重 長石 石葵微粒 にぶい橙 普通

10 S105 覆土 弥生土器 一質 5 長石 石英礫少量 雲母微粒 里
「 普通

11 SI05 覆土 弥生土器 一璽 5 長石 石英微粒 にぶい橙 良好

12 S105 覆土 弥生土器 重 10 長石・石英礫多量 褐灰 普通
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表 4 田宮梶の宮遺跡遺物観察表 (2)

図版番号 出土遺構 出上位置 種  類 器  種 残存率 胎士 (鉄製品は大 きさと重量 ) 色  調 器形・技法の特徴、その他 焼成

S105 覆土 弥生土器 圭璽 5 長石微粒多量 黒褐 良好

S105 覆土 弥生土器 一璽 5 雲母微粒子多量 にぶい橙 普通

S105 覆土 弥生土器 一璽 石英粒多量、雲母微粒少量 褐 色 内面ヨゲ付着 普通

S105 覆土 弥生土器 壷 5 長石微礫中量 栓
や

良

や

不

S105 覆土 弥生土器 一霊 5 雲母微粒子多長 にぶい橙 普通

覆土 弥生土器
ミニチュア

土器
5 長石微礫少量 にパい橙 普通

覆土 弥生土器 高杯 長石 石英微粒 にぶい橙 普通

床面 土製品 紡錘車 100 徽 Ocm、 厚1 7cm、 孔径7 0mH にぶい橙 普通

S105 覆土 土製品 紡錘車 径4 3cn、 厚1 6cn、 孔径554L4 橙 普通

S107 覆土 弥生土器 壺 石英微粒、雲母微粒子 にぶい栓
口縁lIぎ 口状、頸部上方か

らの棒状工具
普通

S107 覆土 弥生土器 重 5 石英礫多量、雲母微粒子少量 にぶい栓 普通

SI07 覆土 弥生土器 壺 5 長石・石英微粒多量 にぶい橙 普通

S107 覆土 弥生土器 壬霊 長石微粒多量 掲灰 良好

S107 覆土 弥生土器 一霊 長石・石英微粒子 にぶい橙
櫛描沈線による連続山形

文
良好

S107 覆土 弥生土器 一霊 石英礫～微粒多量 にぶい橙 普 通

S107 覆土 弥生土器 莞 石英礫～微粒多量 にぶい橙 普 通

S107 覆土 弥生土器 菱 10 長石・石英礫多量 橙
やや

不良

S107 覆土 弥生土器
ミユチュア

土器
5 長石微礫多量 にぶい橙 普通

S107 覆土 弥生土器
ミニチュア

土器
5 石英微礫中量 橙 良婿

S107 覆土 弥生土器
ミニチュア

土器
石英微粒多量 にぶい橙 普通

覆土 孫生土器 一霊 石英砂礫 灰褐 普通

S106 覆 土 弥生土器 豆 5 長石砂礫、婁母粒少量 黒褐 良好

35 S106 覆土 弥生土器 壺 5 長石砂礫一微礫多量 黒褐 良好

SI06 覆土 弥生土器 重 長石 石英礫多量 にぶい橙 普 通

方周02 覆土 弥生土器 壷 1 長石 石英微粒子 にぶい橙
やや

良

SI06 覆土 土師器 器 台 60 石英礫～微粒、雲母微粒子 にぶい橙 普通

覆土 土師器 高杯 長石 石英礫、同微粒子 明褐
やや

甘い

方周03 覆土 土製品 石英徴礫多量 橙 普通

方周02 覆土 弥生土器 壷 石英・長石砂粒多量 にぶい橙 普通

方周02 覆土 土製品 紡錘車 律 2c口 、厚0 75ctt、 孔径6041 橙 普通

方周02 覆土 土製品 紡錘車 径 5 1cm、 厚 1 4cm、 了し径 50m、 5739 普通

方周02 覆土 土製品 紡錘車 径 5 0cI、 厚 1 8cm、 孔径9 0Hn にぶい橙
やや

良

方周02 覆土 土製品 紡錘車 宅監4 2cm、 厚21c4、 Tし4?70帥、4079 にぶい橙 普通

-25-



表 5 田宮梶の宮遺跡遺物観察表 (3)

厠版香号 出土遺構 出上位置 種  類 器  種 残存率 胎士 (鉄 土 石製品は大 きさと重量 ) 色  調 器形・技法の特徴、その他 焼 成

方周02 覆土 土師器 勾 玉 100 長 さ4 5cm、 幅22c田 、子距蟄 04a、 24、 89 にぶい橙 普通

方周02 覆土 土師器
ミニチュア

土器
石英砂礫、雲母微粒子 灰褐 普通

方周02 覆± 4層 土師器 一霊 石英砂礫多量 橙
や

良

や

不

方周02 覆土 土師器 重 石英砂礫多量 にぶい橙 普通

方周02 覆土 土師器 甕 石英微粒多量、雲母微粒子少量 にぶい橙 良好

方周02 覆土 土師器 鷲 石英砂礫中～多量 橙 普通

方周02 覆土 土師器 高杯 石英徴粒多量・長石砂粒少量 赤褐 普通

方周02 覆土 鉄製品 鉄鏃 長さ8 2cm、 幅2 4cm、厚 さ02m8、 1409

方周02 覆土 土師器 高郭 石英 長石礫少量、雲母粒多量 灰褐 脚部外面ヘラ磨き 良好

方周02 覆土 須恵器 郭 石英礫、雲母徴粒 オリーブ灰 普通

方周02 覆土 須恵器 菱 石英 長石砂礫、雲母微粒多量 オリーブ灰 普通

方周02 覆土 須恵器 箋 石英・長石砂粒少量、雲母微粒多量 明オリーブ灰
や

良

や

不

方周02 覆土 須恵器 養 石英 ,長石礫少量、雲母徴粒多量 褐灰 普通

方周02 覆土 須恵器 奏 黄白色微粒極少量 褐灰 良好

方周02 覆土 土師器 菱 石英・長石砂粒、雲母微粒 にぶい橙 普通

S101 覆土 土師器 奏 80 石英礫多量、雲母粒一微粒子 にぶい橙 内面中位下半ヨゲ付着 普通

S101 覆土 土師器 甕 石英微礫、雲母粒子 にぶい橙
カマ ド右袖構築材 として

転用
普 通

S101 覆土 土師器 菱 石英微礫多量、雲母微粒中量 橙
外面肩部以下媒付着、カ

マ ド左袖構築材
普 通

覆士 須恵器 杯 長石礫少量、雲母微粒多握 灰褐
底都回転ヘラ切 り離 し、

後一方向ヘラ削 り
普通

SI08 覆土 土師器 小皿 石英礫多量、雲母微粒子少量 橙 普通

S108 覆土 須恵器 高台付皿 石英粒、礫、雲母微粒多量 望
い

二次焼成 普通

覆土 土師器 高台付椀 雲母微粒子多量 にぶい褐
体部内面横位、底面一方

向の細かなヘラ
普通

覆土 土師器 高台付椀 雲母微粒子多量、石英礫極少重 にぶい褐
体部内面ヘラ磨 き、「木」

の刻書
普通

覆土 土師器 高台付椀 雲母微粒子多量 橙 普通

覆土 土師器 鉢 雲母・石英微粒子 にぶい褐
内面黒色処理 横位の細

かなヘラ磨 き
良好

71 覆土 土師器 菱 15 雲母微粒子多量、石英礫極少量 橙 普通

S111 覆土 土師器 高台付椀 雲母微粒子多量 にぶい橙 内面及び外面上半部磨 き 良好

覆土 土師器 小 皿 雲母微粒子多量 にぶい栓 底部ヘラ切 り離 し無調整 普通

SD3 覆土 常 滑 鉢 長石礫、鉄分融解粒 褐 良好

方周02 覆土 土師土器 小 皿 長石 石英微粒子 にぶい橙
内面回転ナデ、外底面指

頭痕
良好
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1号方形周溝墓全景

1号住居跡完掘状況 (南西方向より)

(南東方向より)

3号 。14号住居跡完掘状況 (南西方向より)

5号住居跡遺物出土状況 (南西方向より) 5号住居跡完掘状況 (南束より)

6号住居跡遺物出土状況 (北東方向より) 7号住居跡完掘状況 (南東方向より)
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田宮梶の宮遺跡
要競繁耕播熱

耕磐審芙竿占

答墾耀讐。,1猟

県

村
2000.10.29

2000,12,13

1,520m2 道路新設工事

所 攻 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺跡 主な遺物 特記事項

日宮梶の宮遺跡 集落跡
墳墓

弥生時代
古墳時代前期
奈良・平安時代
中世

陥し穴       9基
弥生・竪穴住居   3軒
古墳前期・竪穴住居 2軒
古代・竪穴住居   8軒
方形周溝墓    3基

石器 (石鋤 、弥生式上器
(壼・土製紡錘車)、 土師

器 (器台・高杯・甕・鉢・

杯・対・高台付皿・高台付
椀)須恵器 (郭・菱)、 土
師質土器 (小皿)、 中世陶
器 (常滑)

大型の方形周溝
墓を確認する。
弥生時代後期前
半期の土器で赤
彩されたものが
出土する。

出土遺物等の取り扱いについて

項 目 内 容

水洗い 。すべて行なった。

注 記

インクジェットプリンターを使用した。
遺跡略号 (TK」 )。 出上遺構 (SI:竪穴住居、SK:土坑、SD:溝跡)。 出土層位・遺物番号等
を併記した。
また、土器細片や石鏃等については、同様の内容を収納したビニール袋に明記した。

復 元
・接合は可能な限り行つた。必要に応 じてエポキシ樹脂を充填し、強度的に必要な最小限の復元を行なっ

た。

実 測 ・遺物実測図は、報告書掲載分のみ作成した。

台 帳
・遺物台帳 。図面台帳。写真台帳があり、それぞれの資料の検索が可能であるよう作成した。
・合計l冊 (綴 り)

保管方法 出土遺物

。出土遺物は、報告書使用と未使用に分け、コンテナあるいはダンボール箱に収納した。
また、各箱には収容内容を明記した。

。なお、遺物については、注記番号・台帳番号・報告書掲載番号の3種類が存在するが、基本的に報告書
掲載番号を優先して記載・収納してある。
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